
どんな研究

関連文献

連 絡 先

どこが凄い 目指す未来

次は誰が話す？いつ話す？
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Predicting next speaker and timing using gaze and breathing

～視線と呼吸動作を用いた次話者とその発話開始時刻の予測～
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複数人が参加する対面会話において、
私たちは同時に発話（発話衝突）す
ることなく、円滑に話者交替をおこ
なうことができます。本研究では、
このような円滑な話者交替の機序を
解明し、さらに次話者とその発話開
始の時刻を予測するという新しい研
究に取り組んでいます。

誰が誰にどのような順番で視線を向
けたかという視線の遷移と、息の吸
い方が、次話者とその発話開始時刻
に深く関係していることを発見しま
した。さらに、視線行動と呼吸動作
の情報から、次話者とその発話開始
時刻を予測できることを明らかにし
ました。

予測された次話者を事前に参加者に
知らせることで、ＴＶ会議システム
における通信遅延を克服することや、
複数人対話に参画する対話ロボット
を適切なタイミングで発話させるこ
とができると考えられます。このよ
うに、将来的に様々な会話システム
へ応用されることが期待されます。
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視線行動 発話末付近の視線の遷移から、次に誰がいつ話すかが分かる！
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相互注視 みんなで行こうよ！

話し終えるときは、
発話末から間を空けて、

ゆっくりと時間をかけて息を吸う

面白かったね。

時間
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息の吸い方から、次に誰がいつ話そうとしているかが分かる！呼吸動作
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オープンハウスに行きたいな。

時間発話末
①現話者が先に視線を向ける

来年も行こう！

吸気

次に話し始めるときは、
発話末に近いタイミングから、
急激にたくさん息を吸う

肺気量

③先に視線を外す

発話末
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④すぐに発話を開始②後に視線を向ける（相互注視の開始）

話を終えよう。

次に話そう。
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